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ちょっとあじみ 

『斜陽』『人間失格』の作家・太宰治

が残した名言や名文１５０を収録。 

 

思わず気が引き締まる「一寸の仕合

せには一尺の魔物が必ずくっついてま

いります。」（『ヴィヨンの妻』）。 

落ち込んだ時には「人生の出発は、つ

ねにあまい。まず試みよ。破局の次にも、

春は来る。」（『花燭』）でちょっと前を

向こうという気持ちに、そして何気

ない日には「毎日毎日が奇蹟である。いや、生活の、全部が奇蹟だ。」（『正義と微笑』）そう

ささやかな幸せを教えてくれる１冊です。 
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女生徒の揺れ動く一日を描く太宰治の名著と、現代

の写真家が撮る一枚一枚があわさり、みずみずしい

世界をみせてくれます。 

 

 

 

 

 

 

 


